
本製品は、お客様の車種や既存のアナログアンテナを考慮して、リアウインド
ウ、サイドウインドウ、フロントウインドウにはり付けることができます。�
他のアンテナとの妨害を防ぐために、必ず5 cm以上離してはり付けてください。�

■リアウインドウにはり付ける�
リアウインドウへのはり付け位置は、下図を参考にして決めてください。�
もし、リアウインドウへのはり付けが不可能な場合は、サイド・フロントウインドウへの
はり付けをご検討ください。�

左右ウインドウ開口端より5 cm 以上�

□：はり付け可能領域 ■：はり付け不可能領域�

デフォッガの熱線の間隔が�
3 cm 以上�

ウインドウ開口部の高さが�
1/2

ルーフライニングなどを取りはずして、はり付け位置を確認してください。�

実際の配線を想定して、フィルムやコード類を市販のテープで仮止めして、
エレメントや端子などがはり付けられることを確認してください。�
フィルムのはり直しはできませんので、必ず行ってください。�

「2.はり付け方法」を参考にはり付けてください。�

右図を参考にアンテナコードを引き回して配線してください。�

ルーフライニングなどをもとに戻してください。�

「3.はり付け場所 ■サイドウインドウにはり付ける」の6）を参考にスカッフ

プレート側のアンテナケーブルを引き回してください。�
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2）�
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はり付け位置�はり付け位置�

ケーブルクランパー�

アンテナケーブル�

車載用�
デジタルチューナー�

ディスプレイユニット�

3.はり付け場所（リアウインドウ）�

室内側�

●�
�

お願い�
�

以下のような、はり方や場所にははり付けをしないでください。故障の原因に
なったり、性能を十分に発揮できません。�

・熱線のデフォッガーにかかるようなはり方。�
・純正のアンテナに重ねはり。�
・縦にはる。�
�


